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1212 月定例会月定例会
令和 5 年度の補正予算などを審査する令和 5 年度の補正予算などを審査する

３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、

12 月定例会の内容をお届けします。

12 月定例会は、主に今年度の補正予算を審

査しました。

1212 月定例会の流れ月定例会の流れ
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議案の上程
町長による議案の提案説明　１２/６  ㊌

議案質疑　１２/１３ ㊌
議員が提案された議案に対し質疑を行い付
託委員会を決定（関連記事 2 ～ 3 ページ）

民生産業委員会　１２/１４ ㊍
付託された議案を審査

総務文教委員会　１２/  １５  ㊎
付託された議案を審査

一般質問　１２/１１  ㊊　   （  休  会　１２/１２  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を解く（関連記事 5 ～ 12 ページ）

委員会審査報告　１２/１９  ㊋
各常任委員会での審査結果を委員長が報告

質疑・討論　１２/１９  ㊋
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　１２/１９  ㊋
議案の可否を決める（関連記事 4 ページ）
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固定資産税の課税免除固定資産税の課税免除
鞍手町工場等設置奨励に関する
条例に基づく令和５年度固定資
産税の課税免除の申請が計４社
からありました。

納税義務者 課税免除額 年度

黒木コンポジット株式会社 14,381,500 円 R５年度

株式会社サンテック 941,000 円 R５年度

株式会社星興電機製作所 159,300 円 R５年度

タカラスタンダード株式会社 6,473,700 円 R５年度

※ 町内の事業者が工場等の新設及び増設を行い、産業の振興と雇用の促進を図※ 町内の事業者が工場等の新設及び増設を行い、産業の振興と雇用の促進を図
ることに対し、固定資産税の課税免除が３年間適用されます。ることに対し、固定資産税の課税免除が３年間適用されます。

令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第６号）令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第６号）
■補正額　1 億 9,945 万円増
■補正後予算総額　110 億 9,808 万円
 ◆住民税非課税世帯に対する
    物価高騰緊急支援給付金

問問 対象者に対する通知時期及び支払対象者に対する通知時期及び支払
期限は。期限は。

令和６年１月中旬に対象者へ通
知を行う予定です。また、支払
期限については、通知書発効後
３か月を予定しています。

答答

問問 対象者は。対象者は。

令和５年 12 月１日時点で、鞍手町の住民基
本台帳に記載され、世帯全員が令和５年度住
民税均等割非課税の世帯です。ただし、世帯
全員が課税者から扶養されている世帯は対象
外となります。

答答

問問 令和５年 12 月１日以降に転入された方の場令和５年 12 月１日以降に転入された方の場
合はどうなるのか。合はどうなるのか。

国の統一基準となり、転入された方について
は前住所地で給付されます。答答

原案
可決

原案
可決
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1212月定例会月定例会
主な議案についてご紹介します。主な議案についてご紹介します。

議 案 質 疑

令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第５号）令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第５号）
■補正額　1 億 6,297 万１千円減　■補正後予算総額　108 億 9,863 万円
 ◆システム改修等業務委託料　　　　　　１，４２７万９千円
 ◆通所系サービス給付費　　　　　　　　１，３７９万９千円
 ◆病児・病後児保育事業委託料　　　　　 ９６０万６千円
 ◆新規就農者育成総合対策事業補助金　　 １５０万円
 ◆調査業務委託料　　　　　　　　　　　  　９７９万９千円　　他

土橋 幸夫 氏(４期目)土橋 幸夫 氏(４期目)
つちはし  ゆきおつちはし  ゆきお

【固定資産評価審査委員【固定資産評価審査委員】とは

固定資産課税台帳に登録され
た価格（評価額）に対する納
税者からの不服を審査、決定
するため、地方税法に基づき
設置された中立的な専門機関。
固定資産の評価が適正か否か
について審査を行う。
本町では 3 名の委員で構成。

固定資産評価審査委員の任命

任　令和６年３月 16 日から任　令和６年３月 16 日から
期　令和９年３月 15 日までの３年間期　令和９年３月 15 日までの３年間

黒瀬 博樹 氏 ( ４期目 )黒瀬 博樹 氏 ( ４期目 )
くろせ　 ひろきくろせ　 ひろき

人 事 案 件1212月定例会月定例会 同意

Go for it !!Go for it !!

問問 システム改修等業務委託システム改修等業務委託
料の内容は。料の内容は。

戸籍法の改正に伴う、氏名のふりが
な対応等のシステム改修及び固定資
産税、相続税の電子化対応の改修と
なっています。

問問 小学校費の調査業務委託小学校費の調査業務委託
料とは。料とは。

統合小学校建設にあたり、今後予定される基本設計以
降の発注に向けての建設地となっている剣南小学校の
グラウンド部分のほか、合計６か所の地質調査を行う
ものです。

答答

答答

原案
可決



12 12 月定例会月定例会 審 議 結 果
◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）

案件名案件名 議決議決
結果結果

議案第 64 号　鞍手町固定資産評価審査委員の選任 ◎

議案第 65 号　鞍手町固定資産評価審査委員の選任 ◎

議案第 66 号　鞍手町印鑑条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 67 号　鞍手町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 68 号　鞍手町手数料条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 69 号　鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 70 号　鞍手町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 71 号　令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第５号） 〇

議案第 72 号　令和５年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ◎

議案第 73 号　令和５年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ◎

議案第 74 号　令和５年度鞍手町下水道事業会計補正予算（第２号） ◎

議案第 75 号　鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく令和５年度固定資産税の課税免除 ◎

議案第 76 号　博物館別館建設事業（仮称）博物館別館石炭資料展示室展示工事請負契約の締結 ◎

議案第 77 号　鞍手駅関連施設の指定管理者の指定 ◎

議案第 78 号　民事調停の申立て ◎

議案第 79 号　令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第６号） ◎

意見書第 1 号　【福岡県介護保険広域連合における介護保険料の引き下げ等を求める意見書】
　　　　　　　鞍手町議会議員　西　藤　典　子

◎

陳情第 6 号　【年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情書】
　　　　　　　行橋市議会議員　小　坪　慎　也

〇
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７１ 可決 １１ １ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

陳情 可決 ９ ３ 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席賛否が分かれた案件賛否が分かれた案件

※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う 　

ゴ
ロ

ゴ
ロ
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誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共

通目標。通目標。（鞍手町でも、第５次鞍手町総合計画後期基本計画にお

いて『これからの「持続可能なまちづくり」には持続可能な開発

目標である SDGs の視点を取り入れていくこと』としています。）

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ

知知りたいことりたいこと望望むことむこと

一般質問
12 月定例会では、13 名中７名が登壇しました。

発言順発言順 議員名議員名 質問項目質問項目 掲載頁掲載頁

１番 許斐　英幸
（このみ　ひでゆき）

 ① 今後の鞍手町のまちづくりについて ① 今後の鞍手町のまちづくりについて ６

２番 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ① 統合小学校における通学路の安全確保について ① 統合小学校における通学路の安全確保について
 ② 自衛隊への個人情報の提供について ② 自衛隊への個人情報の提供について
 ③ 生理という女性特有の負担の緩和策について ③ 生理という女性特有の負担の緩和策について

７

３番 栗田　美和
（くりた　よしかず）

 ① 町内農業用ため池の管理について ① 町内農業用ため池の管理について ８

４番 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 福祉センター機能の移転について
 ② スズメバチの駆除について ９

５番 新谷　留晴
（しんたに　とめはる）

 ① もやいタクシーの利用時の改善点や、待合停留所の見直しに
　  ついて
 ② 庁舎建設後の福祉センターくらじの郷の今後の利用について

10

６番 許斐　潤一郎
（このみ　じゅんいちろう）

 ① 子ども食堂について
 ② 食育について 11

７番 田中　二三輝
（たなか　ふみき）

 ① 鞍手町手話言語条例の啓発について 12

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

　町長から提出された議案以外に、行政全般につい町長から提出された議案以外に、行政全般につい
て現状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者て現状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者
自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正
したものです。質問の全文は、鞍手町ホームページしたものです。質問の全文は、鞍手町ホームページ
や議会事務局で会議録として閲覧できます。や議会事務局で会議録として閲覧できます。
※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合があ※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合があ
りますので、ご了承ください。りますので、ご了承ください。 ※ 〇内の数字は議席番号です※ 〇内の数字は議席番号です

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬
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政政 案案提提策策

新庁舎建設に伴うインフラ整備、ＪＲ福新庁舎建設に伴うインフラ整備、ＪＲ福
北ゆたか線に対する高架橋の検討は北ゆたか線に対する高架橋の検討は
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が
頓
挫

に
す
る
話
が
あ
っ
た
が
頓
挫

し
て
い
る
。
渋
滞
は
今
で
も

し
て
い
る
。
渋
滞
は
今
で
も

発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
新

発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
新

庁
舎
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

庁
舎
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
に
も
、
早

く
り
を
行
う
た
め
に
も
、
早

急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

町
長  
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
、
道
路
整
備
は
重
要

か
ら
も
、
道
路
整
備
は
重
要

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の

と
お
り
町
単
独
で
は
困
難
な

と
お
り
町
単
独
で
は
困
難
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。

事
業
で
あ
り
ま
す
。
J
R
J
R
線線

の
踏
切
に
つ
い
て
は
電
車
の

の
踏
切
に
つ
い
て
は
電
車
の

本
数
も
多
く
、
周
辺
が
混
雑

本
数
も
多
く
、
周
辺
が
混
雑

を
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し

を
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し

て
お
り
ま
す
が
、
渋
滞
の
程

て
お
り
ま
す
が
、
渋
滞
の
程

度
と
す
れ
ば
、
ま
だ
開
か
ず

度
と
す
れ
ば
、
ま
だ
開
か
ず

の
踏
切
と
い
う
状
況
ま
で
に

の
踏
切
と
い
う
状
況
ま
で
に

な
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
お

な
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
お

許
斐
英
幸
（
こ
の
み 

ひ
で
ゆ
き
）

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
踏
切
の

　
し
か
し
な
が
ら
、
踏
切
の

危
険
性
を
な
く
す
観
点
か
ら

危
険
性
を
な
く
す
観
点
か
ら

も
、
今
後
、
周
辺
道
路
の
交

も
、
今
後
、
周
辺
道
路
の
交

通
状
況
の
調
査
、
ま
た
必
要

通
状
況
の
調
査
、
ま
た
必
要

で
あ
れ
ば
交
差
点
の
改
良
な

で
あ
れ
ば
交
差
点
の
改
良
な

ど
、
福
岡
県
直
方
県
土
整
備

ど
、
福
岡
県
直
方
県
土
整
備

事
務
所
と
協
議
を
行
い
な
が

事
務
所
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
て

ら
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

議
員 
今
後
、
町
の
中

今
後
、
町
の
中

心
部
が
渋
滞
し
機
能

心
部
が
渋
滞
し
機
能

し
な
い
事
態
に
な
ら

し
な
い
事
態
に
な
ら

な
い
よ
う
な
ま
ち
づ

な
い
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
、
イ
ン
フ
ラ
整

く
り
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
対
応
頂
き
た
い
。

備
を
対
応
頂
き
た
い
。

許斐英幸議員許斐英幸議員
HIDEYUKI　KONOMIHIDEYUKI　KONOMI

「直方県土整備事務所と協議を行いながら、「直方県土整備事務所と協議を行いながら、
検討を進めていきたいと考えています」検討を進めていきたいと考えています」

　長町

【鞍手駅踏切から鞍手北九夢大橋にかけて】
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政政 案案提提策策

自衛隊への個人情報の提供、来年度の対自衛隊への個人情報の提供、来年度の対
応は応は

議
員 

自
衛
隊
へ
の
個
人
情

自
衛
隊
へ
の
個
人
情

報
の
提
供
、
来
年
度
の
対
応

報
の
提
供
、
来
年
度
の
対
応

は
。
は
。

町
長 

対
象
者
情
報
提
供
除

対
象
者
情
報
提
供
除

外
申
請
の
受
付
を
検
討
し
て

外
申
請
の
受
付
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 
除
外
申
請
の
仕
組
み

除
外
申
請
の
仕
組
み

が
よ
く
わ
か
る
よ
う
十
分
な

が
よ
く
わ
か
る
よ
う
十
分
な

広
報
を
願
い
た
い
が
、
既
に

広
報
を
願
い
た
い
が
、
既
に

本
人
の
同
意
な
く
個
人
情
報

本
人
の
同
意
な
く
個
人
情
報

が
自
衛
隊
に
提
供
さ
れ
て
い

が
自
衛
隊
に
提
供
さ
れ
て
い

る
過
去
３
年
間
の
対
象
者
に

る
過
去
３
年
間
の
対
象
者
に

は
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

は
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

町
長 

こ
れ
ま
で
情
報
提
供

こ
れ
ま
で
情
報
提
供

を
行
っ
た
対
象
者
へ
の
今
後

を
行
っ
た
対
象
者
へ
の
今
後

の
対
応
は
考
え
て
お
り
ま
せ

の
対
応
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
ん
。

議
員 

今
後
の
除
外
申
請
の

今
後
の
除
外
申
請
の

方
法
の
周
知
徹
底
と
と
も

方
法
の
周
知
徹
底
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
対
象
者
に

に
、
こ
れ
ま
で
の
対
象
者
に

対
し
、
過
去
３
年
間
の
事
実

対
し
、
過
去
３
年
間
の
事
実

を
、
お
詫
び
の
言
葉
を
添
え

を
、
お
詫
び
の
言
葉
を
添
え

て
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
。

て
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
。

　
統
合
小
学
校
に
お
け
る

　
統
合
小
学
校
に
お
け
る

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に

　
つ
い
て

　
つ
い
て

議
員 

剣
南
小
学
校
の
通
学

剣
南
小
学
校
の
通
学

路
の
現
状
は
。

路
の
現
状
は
。

教
育
長 

児
童
が
利
用
す
る

児
童
が
利
用
す
る

出
入
り
口
は
３
箇
所
あ
り
、

出
入
り
口
は
３
箇
所
あ
り
、

猪
倉
中
山
南
区
方
面
の
児
童

猪
倉
中
山
南
区
方
面
の
児
童

が
北
側
階
段
か
ら
、
今
村
小

が
北
側
階
段
か
ら
、
今
村
小

牧
方
面
が
東
側
の
ス
ロ
ー
プ

牧
方
面
が
東
側
の
ス
ロ
ー
プ

か
ら
、
中
山
本
村
立
林
方
面

か
ら
、
中
山
本
村
立
林
方
面

の
児
童
が
西
側
階
段
か
ら
登

の
児
童
が
西
側
階
段
か
ら
登

下
校
し
て
お
り
ま
す
。
指
定

下
校
し
て
お
り
ま
す
。
指
定

通
学
路
を
通
っ
て
約

通
学
路
を
通
っ
て
約
2
5
0

2
5
0

名
の
児
童
が
通
学
し
て
お

名
の
児
童
が
通
学
し
て
お

り
、
基
本
的
に
は
徒
歩
で
の

り
、
基
本
的
に
は
徒
歩
で
の

通
学
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

通
学
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

車
で
の
送
迎
も
増
え

車
で
の
送
迎
も
増
え

て
い
る
の
で
は
。
車
で
の
送

て
い
る
の
で
は
。
車
で
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

迎
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
指
導
さ
れ
て
い
る
の
か
。

に
指
導
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長 

警
察
か
ら
の
指
導

警
察
か
ら
の
指
導

も
あ
り
、
危
険
も
伴
い
ま
す

も
あ
り
、
危
険
も
伴
い
ま
す

の
で
、
４
月
の
段
階
と
、
あ

の
で
、
４
月
の
段
階
と
、
あ

と
２
回
ほ
ど
、
車
で
送
迎
す

と
２
回
ほ
ど
、
車
で
送
迎
す

る
場
合
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
側

る
場
合
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
側

の
駐
車
場
を
利
用
す
る
よ
う

の
駐
車
場
を
利
用
す
る
よ
う

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

と
し
て
お
り
ま
す
。
最
終

と
し
て
お
り
ま
す
。
最
終

的
に
は
基
本
設
計
段
階

的
に
は
基
本
設
計
段
階

で
決
定
さ
れ
る
校
舎
の

で
決
定
さ
れ
る
校
舎
の

配
置
や
、
学
校
敷
地
へ
の

配
置
や
、
学
校
敷
地
へ
の

出
入
り
口
の
場
所
な
ど

出
入
り
口
の
場
所
な
ど

を
踏
ま
え
、
通
学
路
の
安

を
踏
ま
え
、
通
学
路
の
安

全
確
保
の
取
組
を
進
め

全
確
保
の
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お

て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
そ
の
他
「
生
理
と
い
う　

　
そ
の
他
「
生
理
と
い
う　

　
女
性
特
有
の
負
担
の
緩　

　
女
性
特
有
の
負
担
の
緩　

　
和
策
に
つ
い
て
」「
町

　
和
策
に
つ
い
て
」「
町

　
職
員
の
生
理
休
暇
の
取

　
職
員
の
生
理
休
暇
の
取

　
得
状
況
」
な
ど
の
質
問

　
得
状
況
」
な
ど
の
質
問

　
を
し
ま
し
た
。

　
を
し
ま
し
た
。

文
書
で
保
護
者
に
依
頼
し

文
書
で
保
護
者
に
依
頼
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

議
員 

車
で
の
駐
車
場
へ

車
で
の
駐
車
場
へ

の
出
入
り
に
も
危
険
を
感

の
出
入
り
に
も
危
険
を
感

じ
る
が
、
東
側
の
入
口

じ
る
が
、
東
側
の
入
口

と
、
あ
ゆ
み
こ
ど
も
園
入

と
、
あ
ゆ
み
こ
ど
も
園
入

口
の
急
な
ス
ロ
ー
プ
、
信

口
の
急
な
ス
ロ
ー
プ
、
信

号
機
の
な
い
、
見
通
し
の

号
機
の
な
い
、
見
通
し
の

悪
い
変
則
的
な
四
差
路
に

悪
い
変
則
的
な
四
差
路
に

も
危
険
を
感
じ
る
。
そ
こ

も
危
険
を
感
じ
る
。
そ
こ

に
令
和

に
令
和
1010
年
か
ら
統
合
小
学

年
か
ら
統
合
小
学

校
が
開
校
し
、
現
在
の
３
倍

校
が
開
校
し
、
現
在
の
３
倍

近
く
、

近
く
、
7
0
0

7
0
0
人
の
児
童
と

人
の
児
童
と

3636
人
の
職
員
が
出
入
り
す
る

人
の
職
員
が
出
入
り
す
る

こ
と
に
な
る
。
安
全
確
保
の

こ
と
に
な
る
。
安
全
確
保
の

た
め
の
対
策
は
。

た
め
の
対
策
は
。

教
育
長 

新
た
に
通
学
路
と

新
た
に
通
学
路
と

な
る
道
路
へ
の
歩
道
の
整
備

な
る
道
路
へ
の
歩
道
の
整
備

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
範

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
範

囲
も
含
め
，
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

囲
も
含
め
，
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

西藤典子議員西藤典子議員
NORIKO　SAITONORIKO　SAITO

「対象者情報提供除外申請の受付を「対象者情報提供除外申請の受付を
検討しているところです」検討しているところです」

　長町

【剣南小学校】
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政政 案案提提策策

金木原ため池の法面復旧について金木原ため池の法面復旧について

議
員  

町
内
の
農
業
施
設
の

町
内
の
農
業
施
設
の

ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
た
め
池

ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
た
め
池

の
管
理
委
託
に
つ
い
て
質
問

の
管
理
委
託
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
平
成
の
終
わ
り
に
台
風
等

　
平
成
の
終
わ
り
に
台
風
等

の
大
雨
で
、
た
め
池
な
ど
の

の
大
雨
で
、
た
め
池
な
ど
の

決
壊
が
あ
り
大
き
な
災
害
が

決
壊
が
あ
り
大
き
な
災
害
が

発
生
し
、
そ
の
後
に
所
有
者

発
生
し
、
そ
の
後
に
所
有
者

の
管
理
強
化
が
さ
れ
て
い
ま

の
管
理
強
化
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
の
管
理
す
べ
き
た

す
が
、
町
の
管
理
す
べ
き
た

め
池
は
何
か
所
あ
る
の
か
。

め
池
は
何
か
所
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長  

現
在
は
、

現
在
は
、

５９５９
箇
所
で
す
。

箇
所
で
す
。

議
員  

以
前
聞
い
た
の
は

以
前
聞
い
た
の
は
６３６３

箇
所
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が

箇
所
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が

４
箇
所
減
っ
た
の
か
。

４
箇
所
減
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
課
長  

平
成
元
年

平
成
元
年

度
に
た
め
池
台
帳
を
デ
ー
タ

度
に
た
め
池
台
帳
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
際
に
、
町
の

ベ
ー
ス
化
す
る
際
に
、
町
の

た
め
池
を
再
調
査
し
て
、
使

た
め
池
を
再
調
査
し
て
、
使

用
さ
れ
て
な
い
も
の
に
つ
い

用
さ
れ
て
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
町
の
管
理
か
ら
４
か
所

て
は
町
の
管
理
か
ら
４
か
所

外
し
ま
し
た
。

外
し
ま
し
た
。

議
員  

中
山
本
村
区
内
に
あ

中
山
本
村
区
内
に
あ

る
金
木
原
た
め
池
も
町
の
管

る
金
木
原
た
め
池
も
町
の
管

理
な
の
か
。

理
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長  

町
の
管
理

町
の
管
理

す
る
た
め
池
で
す
。

す
る
た
め
池
で
す
。

議
員  

金
木
原
た
め
池
の
法

金
木
原
た
め
池
の
法

面
が
面
が
１０１０
ｍ
ほ
ど
崩
壊
し
て
い

ｍ
ほ
ど
崩
壊
し
て
い

る
が
、
４
年
前
に
質
問
し
た

る
が
、
４
年
前
に
質
問
し
た

時
に
、
崩
壊
の
原
因
が
不
明

時
に
、
崩
壊
の
原
因
が
不
明

で
費
用
負
担
な
ど
が
折
り
合

で
費
用
負
担
な
ど
が
折
り
合

わ
ず
、
交
渉
が
ま
と
ま
っ
て

わ
ず
、
交
渉
が
ま
と
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
と
の
回
答
を
得
て

い
ま
せ
ん
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。

い
る
。

　
そ
の
後
の
復
旧
工
事
の
進

　
そ
の
後
の
復
旧
工
事
の
進

展
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

展
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る

経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
か
。

都
市
整
備
課
長  

平
成
平
成

２６２６
年年

の
大
雨
の
際
に
、
金
木
原
た

の
大
雨
の
際
に
、
金
木
原
た

め
池
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
の
一
部

め
池
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
の
一
部

が
崩
壊
し
ま
し
た
。

が
崩
壊
し
ま
し
た
。

　
要
因
と
し
て
は
、
た
め
池

　
要
因
と
し
て
は
、
た
め
池

ブ
ロ
ッ
ク
積
上
部
の
民
地
擁

ブ
ロ
ッ
ク
積
上
部
の
民
地
擁

壁
の
荷
重
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

壁
の
荷
重
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

積
の
崩
壊
で
あ
る
と
い
う
可

積
の
崩
壊
で
あ
る
と
い
う
可

能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま

能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。

　

こ
の
復
旧
方
法
に
関
し

　

こ
の
復
旧
方
法
に
関
し

て
、
擁
壁
を
所
有
者
に
撤
去

て
、
擁
壁
を
所
有
者
に
撤
去

し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
町

し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
町

が
所
有
す
る
た
め
池
の
ブ
ロ

が
所
有
す
る
た
め
池
の
ブ
ロ

ッ
ク
積
み
の
工
事
に
入
る
と

ッ
ク
積
み
の
工
事
に
入
る
と

の
こ
と
で
話
し
合
い
を
行
っ

の
こ
と
で
話
し
合
い
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
民
地
側
の

て
き
ま
し
た
が
、
民
地
側
の

所
有
者
よ
り
、
敷
地
の
復
旧

所
有
者
よ
り
、
敷
地
の
復
旧

栗
田
美
和
（
く
り
た 

よ
し
か
ず
）

は
、
当
面
必
要
な
い
た
め
工

は
、
当
面
必
要
な
い
た
め
工

事
を
見
送
り
た
い
と
の
報
告

事
を
見
送
り
た
い
と
の
報
告

が
あ
り
、
鞍
手
町
が
所
有
す

が
あ
り
、
鞍
手
町
が
所
有
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
積
の
復
旧
工
事

る
ブ
ロ
ッ
ク
積
の
復
旧
工
事

が
で
き
ず
、
現
在
の
状
況
が

が
で
き
ず
、
現
在
の
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

続
い
て
い
ま
す
。

議
員  

交
渉
事
で
す
か
ら
、

交
渉
事
で
す
か
ら
、

時
間
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
こ

時
間
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
こ

と
は
理
解
し
ま
す
が
、
４
年

と
は
理
解
し
ま
す
が
、
４
年

間
と
い
う
時
間
が
あ
ま
り
に

間
と
い
う
時
間
が
あ
ま
り
に

も
長
い
た
め
、
放
置
し
て
い

も
長
い
た
め
、
放
置
し
て
い

た
と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く

た
と
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
、
金
木
原
た
め
池
の

　
こ
の
、
金
木
原
た
め
池
の

崩
壊
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

崩
壊
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
早
急
に
復
旧
工
事
を
成

限
り
早
急
に
復
旧
工
事
を
成

立
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
望

立
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
望

み
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

み
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

栗田美和議員栗田美和議員
YOSHIKAZU　KURITAYOSHIKAZU　KURITA

「民地側所有者との協議がまとまら「民地側所有者との協議がまとまら
ず、工事できていません」ず、工事できていません」

都市整備課長

【金木原ため池】
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中央公民館改修を納得した上で、福祉センター機中央公民館改修を納得した上で、福祉センター機
能を移転するということは最低条件だと思うが能を移転するということは最低条件だと思うが

議
員  

福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能

福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能

の
移
転
は
。

の
移
転
は
。

町
長  

令
和
６
年

令
和
６
年
1212
月
末
で
、

月
末
で
、

旧
福
祉
棟
及
び
勤
労
者
ふ
れ

旧
福
祉
棟
及
び
勤
労
者
ふ
れ

あ
い
棟
を
除
く
福
祉
管
理
棟

あ
い
棟
を
除
く
福
祉
管
理
棟

及
び
保
健
棟
施
設
を
閉
館
す

及
び
保
健
棟
施
設
を
閉
館
す

る
予
定
で
す
。

る
予
定
で
す
。

議
員  
移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

ル
は
。

管
財
課
長  

中
央
公
民
館
の

中
央
公
民
館
の

内
部
改
修
は
、
令
和
６
年
３

内
部
改
修
は
、
令
和
６
年
３

月
議
会
で
契
約
議
案
の
同
意

月
議
会
で
契
約
議
案
の
同
意

を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
庁

を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
庁

舎
等
建
設
工
事
と
同
じ
く
令

舎
等
建
設
工
事
と
同
じ
く
令

和
６
年

和
６
年
1010
月
末
完
成
予
定
で

月
末
完
成
予
定
で

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
令

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
令

和
６
年

和
６
年
1212
月月
2727
日
を
も
っ
て
、

日
を
も
っ
て
、

福
祉
管
理
棟
及
び
保
健
棟
施

福
祉
管
理
棟
及
び
保
健
棟
施

設
を
閉
館
し
ま
す
。

設
を
閉
館
し
ま
す
。

議
員  

く
ら
じ
の
郷
の
今
後

く
ら
じ
の
郷
の
今
後

は
。
は
。

町
長  

公
共
施
設
等
利
活
用

公
共
施
設
等
利
活
用

推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
具

推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
具

体
的
な
検
討
を
開
始
し
て
い

体
的
な
検
討
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
方
向
性
と
し

ま
す
。
大
き
な
方
向
性
と
し

て
は
、
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

て
は
、
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

は
、
今
後
も
避
難
所
及
び
選

は
、
今
後
も
避
難
所
及
び
選

挙
投
票
所
と
し
て
運
営
し
て

挙
投
票
所
と
し
て
運
営
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
福
祉

い
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
福
祉

棟
、
福
祉
管
理
棟
、
保
健
棟

棟
、
福
祉
管
理
棟
、
保
健
棟

は
、
道
の
駅
の
よ
う
な
イ
メ

は
、
道
の
駅
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
で
、
町
内
外
の
皆
さ
ん

ー
ジ
で
、
町
内
外
の
皆
さ
ん

が
集
い
憩
え
る
場
所
と
し
て

が
集
い
憩
え
る
場
所
と
し
て

利
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

利
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

議
員  

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
し
て
い
る
団
体
、
サ
ー

点
に
し
て
い
る
団
体
、
サ
ー

ク
ル
等
の
数
と
使
用
状
況
は
。

ク
ル
等
の
数
と
使
用
状
況
は
。

福
祉
人
権
課
長  

拠
点
と
し

拠
点
と
し

て
い
る
団
体
は
４
団
体
、
活

て
い
る
団
体
は
４
団
体
、
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は
1414

サ
ー
ク
ル
を
把
握
し
て
い

サ
ー
ク
ル
を
把
握
し
て
い

ま
す
。
利
用
状
況
は
、
令

ま
す
。
利
用
状
況
は
、
令

和
５
年
４
月
か
ら

和
５
年
４
月
か
ら
1111
月
の
月
の

実
績
で
、
延
べ
３
７
４
件
、

実
績
で
、
延
べ
３
７
４
件
、

３
０
２
８
人
と
な
っ
て
い
ま

３
０
２
８
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
す
。

議
員  

中
央
公
民
館
の
大
規

中
央
公
民
館
の
大
規

模
改
修
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

模
改
修
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
入
っ
て
い
る
団
体
、
サ
ー

に
入
っ
て
い
る
団
体
、
サ
ー

ク
ル
の
方
々
が
納
得
し
た
上

ク
ル
の
方
々
が
納
得
し
た
上

で
、
移
転
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
移
転
す
る
と
い
う
こ
と

は
最
低
条
件
だ
と
思
う
が
。

は
最
低
条
件
だ
と
思
う
が
。

町
長  

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の

方
た
ち
に
、
満
足
い
た
だ
け

方
た
ち
に
、
満
足
い
た
だ
け

る
よ
う
な
改
修
に
し
て
い
き

る
よ
う
な
改
修
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
田
川
亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

宇田川亮議員宇田川亮議員
AKIRA　UTAGAWAAKIRA　UTAGAWA

「団体、サークルの方に満足いただける「団体、サークルの方に満足いただける
改修にしていきたいと考えています」改修にしていきたいと考えています」

【総合福祉センター　くらじの郷】

駆
除
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　長町

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に

　
つ
い
て

　
つ
い
て

議
員  

ス
ズ
メ
バ
チ
の
危
害

ス
ズ
メ
バ
チ
の
危
害

か
ら
町
民
生
活
の
安
全
を
守

か
ら
町
民
生
活
の
安
全
を
守

る
、
そ
の
た
め
の
補
助
金
を

る
、
そ
の
た
め
の
補
助
金
を

創
設
す
る
考
え
は
。

創
設
す
る
考
え
は
。

町
長  

住
民
の
安
全
で
安
心

住
民
の
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
た

な
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
た

め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に

め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
検
討

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

【中央公民館】

機能移転



政政 案案提提策策

利用しやすいもやいタクシーへの改善は利用しやすいもやいタクシーへの改善は

議
員  

現
在
の
も
や
い
タ
ク

現
在
の
も
や
い
タ
ク

シ
ー
の
利
用
方
法
に
不
便
さ

シ
ー
の
利
用
方
法
に
不
便
さ

を
感
じ
て
い
る
方
が
多
く
い

を
感
じ
て
い
る
方
が
多
く
い

ま
す
。
時
刻
表
ど
お
り
に
決

ま
す
。
時
刻
表
ど
お
り
に
決

め
ら
れ
た
停
留
所
で
乗
れ
る

め
ら
れ
た
停
留
所
で
乗
れ
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
。

よ
う
に
で
き
な
い
か
。

町
長 
定
時
定
路
線
で
の
運

定
時
定
路
線
で
の
運

行
と
な
る
と
、
乗
客
が
い
な

行
と
な
る
と
、
乗
客
が
い
な

く
て
も
運
行
す
る
必
要
が
あ

く
て
も
運
行
す
る
必
要
が
あ

り
、
乗
務
員
や
車
両
を
別
途

り
、
乗
務
員
や
車
両
を
別
途

確
保
す
る
こ
と
で
、
多
額
の

確
保
す
る
こ
と
で
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な

費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な

り
、
対
応
は
困
難
と
考
え
て

り
、
対
応
は
困
難
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

議
員  

定
刻
ど
お
り
に
、
も

定
刻
ど
お
り
に
、
も

や
い
タ
ク
シ
ー
を
発
着
さ
せ

や
い
タ
ク
シ
ー
を
発
着
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
利
用
者

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
利
用
者

も
増
え
、
高
齢
者
の
方
は
非

も
増
え
、
高
齢
者
の
方
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
と
思
わ
れ

常
に
あ
り
が
た
い
と
思
わ
れ

る
が
。

る
が
。

町
長 

現
在
、
地
域
公
共
交

現
在
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
し
、
問
題
と

通
計
画
を
策
定
し
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
点
を
、
ど
の
よ

な
っ
て
い
る
点
を
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
改
善
で
き
る

う
に
す
れ
ば
改
善
で
き
る

か
、
議
論
を
い
た
し
て
い
ま

か
、
議
論
を
い
た
し
て
い
ま

す
。
す
。

議
員  

停
留
所
に
、
屋
根
や

停
留
所
に
、
屋
根
や

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
計
画
は

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
計
画
は

な
い
か
。

な
い
か
。

都
市
整
備
課
長 

設
置
に

設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
上
で

つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
上
で

あ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
の
道

あ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
の
道

路
占
用
許
可
や
警
察
の
協
議

路
占
用
許
可
や
警
察
の
協
議

等
を
要
し
ま
す
。

等
を
要
し
ま
す
。

　
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
利

　
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
利

用
状
況
、
道
路
管
理
者
、
警

用
状
況
、
道
路
管
理
者
、
警

察
、
土
地
の
所
有
者
等
協
議

察
、
土
地
の
所
有
者
等
協
議

の
上
、
設
置
す
る
か
ど
う
か

の
上
、
設
置
す
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員  

法
的
な
も
の
は
理
解

法
的
な
も
の
は
理
解

し
て
お
り
ま
す
が
、
再
度
見

し
て
お
り
ま
す
が
、
再
度
見

直
し
て
利
用
し
や
す
い
環
境

直
し
て
利
用
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
続
い
て
、
も
や
い
タ
ク
シ

　
続
い
て
、
も
や
い
タ
ク
シ

ー
の
下
車
に
つ
い
て
、
荷
物

ー
の
下
車
に
つ
い
て
、
荷
物

が
あ
る
下
車
時
に
、
せ
め
て

が
あ
る
下
車
時
に
、
せ
め
て

自
宅
付
近
で
降
り
ら
れ
る
よ

自
宅
付
近
で
降
り
ら
れ
る
よ

う
な
措
置
は
と
れ
な
い
か
。

う
な
措
置
は
と
れ
な
い
か
。

町
長 

一
般
の
タ
ク
シ
ー
と

一
般
の
タ
ク
シ
ー
と

同
等
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
事

同
等
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ

業
者
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
現
状
と

と
に
も
な
り
ま
す
。
現
状
と

新
谷
留
晴
（
し
ん
た
に 

と
め
は
る
）

も
再
開
す
れ
ば
、
遊
べ
て
、

も
再
開
す
れ
ば
、
遊
べ
て
、

お
風
呂
に
入
り
、
食
事
し
、

お
風
呂
に
入
り
、
食
事
し
、

談
笑
、
読
書
も
で
き
る
町
民

談
笑
、
読
書
も
で
き
る
町
民

が
集
え
る
憩
い
の
場
と
し
て

が
集
え
る
憩
い
の
場
と
し
て

開
放
で
き
る
の
で
は
。

開
放
で
き
る
の
で
は
。

町
長 

今
、
推
進
本
部
会
議

今
、
推
進
本
部
会
議

の
中
で
若
い
職
員
で
プ
ロ
ジ

の
中
で
若
い
職
員
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
、
時

ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
、
時

間
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
素

間
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
素

案
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ

案
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
の
で
、
議
員
が
言
わ
れ

で
す
の
で
、
議
員
が
言
わ
れ

ま
し
た
こ
と
も
、
検
討
し
進

ま
し
た
こ
と
も
、
検
討
し
進

め
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

議
員  

ぜ
ひ
、
前
向
き
に
検

ぜ
ひ
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
た
し
ま
し
て
は
、
難
し
い

い
た
し
ま
し
て
は
、
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。

議
員  

最
後
に
Ａ
Ｉ
活
用
型

最
後
に
Ａ
Ｉ
活
用
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長 

本
年
度
中
の
策
定
を

本
年
度
中
の
策
定
を

目
指
す
地
域
公
共
交
通
計
画

目
指
す
地
域
公
共
交
通
計
画

に
お
い
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

に
お
い
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

交
通
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
利
便
性
が
向
上
し
た
自

よ
り
利
便
性
が
向
上
し
た
自

治
体
な
ど
の
先
進
事
例
を
踏

治
体
な
ど
の
先
進
事
例
を
踏

ま
え
、
今
後
の
持
続
可
能
な

ま
え
、
今
後
の
持
続
可
能
な

公
共
交
通
を
検
討
し
て
ま
い

公
共
交
通
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　　
庁
舎
建
設
後
の
福
祉
セ　

庁
舎
建
設
後
の
福
祉
セ　

　
ン
タ
ー
く
ら
じ
の
郷
の　

　
ン
タ
ー
く
ら
じ
の
郷
の　

　
今
後
の
利
用
に
つ
い
て

　
今
後
の
利
用
に
つ
い
て

議
員  

新
庁
舎
へ
の
移
動
に

新
庁
舎
へ
の
移
動
に

よ
る
福
祉
棟
や
各
空
部
屋
等

よ
る
福
祉
棟
や
各
空
部
屋
等

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
誰
も

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
誰
も

が
楽
し
め
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

が
楽
し
め
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

食
事
処
、
喫
茶
店
な
ど
の
テ

食
事
処
、
喫
茶
店
な
ど
の
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
活
用
し
、
遊

ナ
ン
ト
と
し
て
活
用
し
、
遊

具
撤
去
後
の
中
庭
は
、
ゲ
ー

具
撤
去
後
の
中
庭
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
や
ス
ケ
ー
ト
ボ

ト
ボ
ー
ル
場
や
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
場
と
し
て
、
ま
た
、
町

ー
ド
場
と
し
て
、
ま
た
、
町

民
が
熱
望
し
て
い
る
お
風
呂

民
が
熱
望
し
て
い
る
お
風
呂

新谷留晴議員新谷留晴議員
TOMEHARU　SHINTANITOMEHARU　SHINTANI

「タクシー事業者の経営を圧迫することにもな「タクシー事業者の経営を圧迫することにもな
るため、現状としては難しいと考えます」るため、現状としては難しいと考えます」

【総合福祉センター　くらじの郷】
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政政 案案提提策策

今後の子ども食堂への取り組みについて今後の子ども食堂への取り組みについて

議
員  

現
在
、
町
内
で
は
子

現
在
、
町
内
で
は
子

ど
も
食
堂
が

ど
も
食
堂
が
NN
PP
OO
法
人
と

法
人
と

個
人
で
の
２
箇
所
で
開
催
さ

個
人
で
の
２
箇
所
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
食
堂
へ
の
認
識

れ
て
お
り
、
食
堂
へ
の
認
識

は
ど
の
よ
う
に
も
た
れ
て
い

は
ど
の
よ
う
に
も
た
れ
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

町
長 

子
ど
も
食
堂
は
、
家
庭

子
ど
も
食
堂
は
、
家
庭

や
学
校
以
外
の
新
た
な
子
ど

や
学
校
以
外
の
新
た
な
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
注
目
さ

も
の
居
場
所
と
し
て
注
目
さ

れ
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
お
り
、
全
て
の
子
ど
も

れ
て
お
り
、
全
て
の
子
ど
も

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
と
し
て
機
能
が
求
め
ら
れ

所
と
し
て
機
能
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員  

町
と
し
て
事
業
へ
の

町
と
し
て
事
業
へ
の

支
援
は
。

支
援
は
。

町
長 

法
人
や
個
人
が
行
わ

法
人
や
個
人
が
行
わ

れ
る
際
は
作
成
さ
れ
た
ポ
ス

れ
る
際
は
作
成
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
掲
載
な
ど
情
報
発
信
の

タ
ー
掲
載
な
ど
情
報
発
信
の

協
力
は
で
き
る
と
思
い
ま

協
力
は
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
す
。

　
職
員
の
派
遣
は
命
令
指
示

　
職
員
の
派
遣
は
命
令
指
示

等
が
で
き
な
い
の
で
自
主
的

等
が
で
き
な
い
の
で
自
主
的

に
参
加
し
手
伝
う
こ
と
は
問

に
参
加
し
手
伝
う
こ
と
は
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
。

題
な
い
と
思
い
ま
す
。

議
員  

事
業
に
関
し
て
の
啓

事
業
に
関
し
て
の
啓

発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
は

発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
は

可
能
か
。

可
能
か
。

町
長 

行
政
が
子
ど
も
食
堂

行
政
が
子
ど
も
食
堂

に
つ
い
て
開
催
す
る
セ
ミ
ナ

に
つ
い
て
開
催
す
る
セ
ミ
ナ

ー
の
中
身
に
つ
い
て
可
能
か

ー
の
中
身
に
つ
い
て
可
能
か

ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
承

ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
承

知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど

知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど

も
食
堂
を
実
施
さ
れ
て
い
る

も
食
堂
を
実
施
さ
れ
て
い
る

団
体
や

団
体
や
NN
PP
OO
法
人
が
開
催

法
人
が
開
催

さ
れ
る
時
は
名
義
後
援
も
し

さ
れ
る
時
は
名
義
後
援
も
し

ま
す
し
、
周
知
に
つ
い
て
も

ま
す
し
、
周
知
に
つ
い
て
も

情
報
発
信
は
で
き
る
と
思
い

情
報
発
信
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

議
員  

フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立

フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立

の
考
え
は
。

の
考
え
は
。

町
長 

県
が
一
般
社
団
法
人

県
が
一
般
社
団
法
人

福
岡
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
会
を

福
岡
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
会
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
企
業
か

立
ち
上
げ
て
お
り
、
企
業
か

ら
の
食
品
提
供
窓
口
と
な
り

ら
の
食
品
提
供
窓
口
と
な
り

各
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
へ
の

各
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
へ
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
独
自
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
町
独
自
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て

が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

す
る
指
導
を
し
て
い
る
。

す
る
指
導
を
し
て
い
る
。

議
員  

幼
児
、
小
中
学
校
の

幼
児
、
小
中
学
校
の

給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
は

給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
は

ど
の
程
度
さ
れ
て
い
る
の

ど
の
程
度
さ
れ
て
い
る
の

か
。
か
。

健
康
こ
ど
も
課
長 

町
内
町
内

の
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所

の
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所

で
は
、
イ
チ
ゴ
や
ぶ
ど
う
等

で
は
、
イ
チ
ゴ
や
ぶ
ど
う
等

の
果
物
及
び
お
米
に
鞍
手
町

の
果
物
及
び
お
米
に
鞍
手
町

内
産
の
食
品
を
一
部
利
用
し

内
産
の
食
品
を
一
部
利
用
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

議
員  

食
育
推
進
計
画
に
お

食
育
推
進
計
画
に
お

け
る
今
後
の
取
り
組
み
は

け
る
今
後
の
取
り
組
み
は

町
長 

取
り
組
み
と
し
ま
し

取
り
組
み
と
し
ま
し

て
、
鞍
手
町
食
生
活
改
善
推

て
、
鞍
手
町
食
生
活
改
善
推

進
会
、
健
康
こ
ど
も
課
、
地

進
会
、
健
康
こ
ど
も
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
各
種
事
業
を
行
っ
て

る
各
種
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

に
お
け
る
食
育
の
推
進

に
お
け
る
食
育
の
推
進

と
地
産
地
消
な
ど
の
取

と
地
産
地
消
な
ど
の
取

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
協
力
を
得
な
が
ら

域
の
協
力
を
得
な
が
ら

続
け
て
い
き
た
い
と
考

続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

許
斐
潤
一
郎
（
こ
の
み 

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

議
員  

食
育
は
成
長
期
に
お

食
育
は
成
長
期
に
お

け
る
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切

け
る
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
小

な
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
小

中
学
校
で
朝
食
を
摂
ら
ず
登

中
学
校
で
朝
食
を
摂
ら
ず
登

校
す
る
生
徒
さ
ん
は
い
る
の

校
す
る
生
徒
さ
ん
は
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
子

か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
さ
ん
へ
の
指
導
な
ど

ど
も
さ
ん
へ
の
指
導
な
ど

は
。
は
。

教
育
長 

小
学
校
６
年
生
は

小
学
校
６
年
生
は

２
割
、
中
学
３
年
生
は
３
割

２
割
、
中
学
３
年
生
は
３
割

く
ら
い
朝
食
を
摂
っ
て
い
ま

く
ら
い
朝
食
を
摂
っ
て
い
ま

せ
ん
。
理
由
に
つ
い
て
は
家

せ
ん
。
理
由
に
つ
い
て
は
家

庭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ

庭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ

り
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

り
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ん
。
P
T
P
T
AA
と
協
力
し
な
が

と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
行
い
、
給
食

ら
取
り
組
み
を
行
い
、
給
食

セ
ン
タ
ー
便
り
、
食
育
だ
よ

セ
ン
タ
ー
便
り
、
食
育
だ
よ

り
等
で
啓
発
を
し
て
お
り
ま

り
等
で
啓
発
を
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

議
員  
専
属
の
食
育
担
当
教

専
属
の
食
育
担
当
教

諭
の
配
置
と
活
動
に
つ
い

諭
の
配
置
と
活
動
に
つ
い

て
。
て
。

教
育
長 

栄
養
教
諭
の
活
動

栄
養
教
諭
の
活
動

状
況
と
し
て
栄
養
管
理
、
衛

状
況
と
し
て
栄
養
管
理
、
衛

生
管
理
、
物
資
管
理
等
は
栄

生
管
理
、
物
資
管
理
等
は
栄

養
教
諭
の
主
要
な
職
務
と
な

養
教
諭
の
主
要
な
職
務
と
な

り
ま
す
。
児
童
生
徒
へ
の
担

り
ま
す
。
児
童
生
徒
へ
の
担

任
が
計
画
す
る
年
間
指
導
計

任
が
計
画
す
る
年
間
指
導
計

画
の
も
と
総
合
的
な
食
に
関

画
の
も
と
総
合
的
な
食
に
関

許斐潤一郎議員許斐潤一郎議員
JUNICHIRO　KONOMIJUNICHIRO　KONOMI

「NPO 法人等が子ども食堂を開催する場合「NPO 法人等が子ども食堂を開催する場合
は、情報発信を行っていきます」は、情報発信を行っていきます」
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政政 案案提提策策

手話言語条例の啓発は手話言語条例の啓発は

議
員  

手
話
言
語
条
例
第
３

手
話
言
語
条
例
第
３

条
第
２
項
、
町
の
責
務
、
施

条
第
２
項
、
町
の
責
務
、
施

策
の
推
進
と
し
て
、
第
６
条

策
の
推
進
と
し
て
、
第
６
条

第
１
項
第
１
号
が
項
目
と
し

第
１
項
第
１
号
が
項
目
と
し

て
挙
げ
て
あ
り
ま
す
。
本
当

て
挙
げ
て
あ
り
ま
す
。
本
当

に
今
ま
で
の
施
策
だ
け
で
、

に
今
ま
で
の
施
策
だ
け
で
、

目
指
す
共
生
社
会
が
実
現
で

目
指
す
共
生
社
会
が
実
現
で

き
る
の
か
。

き
る
の
か
。

　
非
常
に
強
い
不
安
を
覚
え

　
非
常
に
強
い
不
安
を
覚
え

る
が
、具
体
的
な
政
策
等
は
。

る
が
、具
体
的
な
政
策
等
は
。

町
長 

共
生
社
会
の
実
現
を

共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
行
政
が
手
伝
い
、

目
指
し
、
行
政
が
手
伝
い
、

住
民
の
方
た
ち
に
手
話
を
言

住
民
の
方
た
ち
に
手
話
を
言

語
と
し
て
認
識
を
し
て
も
ら

語
と
し
て
認
識
を
し
て
も
ら

い
、
手
話
を
普
通
の
言
葉
と

い
、
手
話
を
普
通
の
言
葉
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か

い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

ら
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。

議
員  

条
例
施
行
し
て
か
ら

条
例
施
行
し
て
か
ら

も
う
８
か
月
、
条
例
が
議
会

も
う
８
か
月
、
条
例
が
議
会

に
提
案
さ
れ
て

に
提
案
さ
れ
て
1212
か
月
た
っ

か
月
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ど
の

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ど
の

程
度
普
及
し
た
と
感
じ
て
い

程
度
普
及
し
た
と
感
じ
て
い

る
か
。

る
か
。

町
長 

手
話
言
語
条
例
が
制

手
話
言
語
条
例
が
制

定
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か

定
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
技
術
的
に
習
得
す
る
と

な
か
技
術
的
に
習
得
す
る
と

い
う
こ
と
も
難
し
い
し
、
習

い
う
こ
と
も
難
し
い
し
、
習

得
す
る
機
会
も
限
ら
れ
て
お

得
す
る
機
会
も
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
ど
れ
ぐ
ら
い
普

　
こ
の
間
、
ど
れ
ぐ
ら
い
普

及
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
に

及
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
判
断

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
判
断

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員  

条
例
に
は
、
法
令
に

条
例
に
は
、
法
令
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
と

よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
と

任
意
に
制
定
す
る
も
の
と
い

任
意
に
制
定
す
る
も
の
と
い

う
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

う
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
鞍
手
町
手

　
そ
こ
で
、
こ
の
鞍
手
町
手

話
言
語
条
例
を
分
類
す
る
に

話
言
語
条
例
を
分
類
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
任
意
に
制
定

あ
た
っ
て
は
、
任
意
に
制
定

さ
れ
た
理
念
条
例
で
あ
り
、

さ
れ
た
理
念
条
例
で
あ
り
、

努
力
目
標
だ
と
理
解
し
て
よ

努
力
目
標
だ
と
理
解
し
て
よ

い
か
。

い
か
。

町
長 

本
条
例
に
つ
き
ま
し

本
条
例
に
つ
き
ま
し

て
は
、
手
話
は
独
自
の
文
法

て
は
、
手
話
は
独
自
の
文
法

を
持
つ
一
つ
の
言
語
で
あ
る

を
持
つ
一
つ
の
言
語
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
手
話

と
い
う
認
識
の
も
と
、
手
話

に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び

に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び

手
話
の
普
及
に
関
す
る
基
本

手
話
の
普
及
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
た
理
念
条
例
と

理
念
を
定
め
た
理
念
条
例
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
位
置
づ
け
は
手
話

　
ま
た
、
位
置
づ
け
は
手
話

に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
手

に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
手

話
の
普
及
に
つ
い
て
の
基
本

話
の
普
及
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
を
定
め
て
あ
る
も
の
と

方
針
を
定
め
て
あ
る
も
の
と

理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

田
中
二
三
輝
（
た
な
か 

ふ
み
き
）

議
員  

こ
れ
が
理
念
条
例
で

こ
れ
が
理
念
条
例
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
町
が
何

あ
っ
た
と
し
て
も
、
町
が
何

も
し
な
い
こ
と
は
絶
対
に
で

も
し
な
い
こ
と
は
絶
対
に
で

き
な
い
し
、
任
意
団
体
に
普

き
な
い
し
、
任
意
団
体
に
普

及
を
ま
か
せ
る
と
い
っ
た
こ

及
を
ま
か
せ
る
と
い
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
押

と
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
押

し
つ
け
と
の
感
覚
が
あ
る
。

し
つ
け
と
の
感
覚
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
広
報
誌
の
ペ
ー

　
そ
こ
で
、
広
報
誌
の
ペ
ー

ジ
を
少
し
割
い
て
、
手
話
コ

ジ
を
少
し
割
い
て
、
手
話
コ

ー
ナ
ー
と
し
て
、
写
真
や
情

ー
ナ
ー
と
し
て
、
写
真
や
情

報
を
載
せ
、
更
に
、
ホ
ー
ム

報
を
載
せ
、
更
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
、
手
話
の
動
画

ペ
ー
ジ
等
に
、
手
話
の
動
画

を
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
情
報
発

を
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
情
報
発

信
を
す
る
と
い
う
、
私
の
提

信
を
す
る
と
い
う
、
私
の
提

案
い
か
が
で
す
か
。

案
い
か
が
で
す
か
。

町
長 

手
話
に
対
す
る
理
解

手
話
に
対
す
る
理
解

の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
促

の
促
進
及
び
手
話
の
普
及
促

田中二三輝田中二三輝議員員
FUMIKI　TANAKAFUMIKI　TANAKA

「手話が言語であるとの認識を深め「手話が言語であるとの認識を深め
る啓発を行う」る啓発を行う」

進
に
向
け
て
の
啓
発
活
動
と

進
に
向
け
て
の
啓
発
活
動
と

し
て
、
広
報
誌
の
一
部
を
割

し
て
、
広
報
誌
の
一
部
を
割

い
て
、手
話
を
載
せ
る
と
か
、

い
て
、手
話
を
載
せ
る
と
か
、

ま
た
は
、
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ

ま
た
は
、
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
載
せ
る
と
い
う
よ
う

ー
ジ
に
載
せ
る
と
い
う
よ
う

な
方
法
で
の
情
報
発
信
に
つ

な
方
法
で
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
は
、
有
効
で
は
な
い
か

い
て
は
、
有
効
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
手
話
を

　

多
く
の
方
に
手
話
を

言
語
と
し
て
使
え
る
よ

言
語
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
、
今
後
と
も
取
り

う
に
、
今
後
と
も
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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　令和５年 10 月 16 日（月）に、鞍手町中央公民館第一研修室において、直鞍２市２町の各議員が参加する議会議員研修会が

開催されました。講師は、株式会社廣瀬行政研究所　代表取締役　廣瀬和彦氏をお招きし、「議員が有する発言権と不穏当発

言の取り扱い」というテーマで講演いただきました。議員としての発言の重大さ、根拠となる情報の収集、不穏当発言の取り

扱いなど、全国の様々な具体例を挙げて示していただいたことは大変参考になりました。また研修会を通して、町政に対する

論点を明確化し、議場での効果的な質疑を行うための手法や考え方に関する理解を深めることができました。

　令和５年 12 月 19 日（火）に、鞍手町議事堂において、第３回鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会が開催

されました。説明員として管財課及び音響映像設備事業者を招き、新庁舎内３階の議会棟諸室のイメージ、音響等映像設備に

ついての概要と進捗状況の報告を受けました。その後、関連する質疑応答を行いました。

10/16　直鞍２市２町議会議員研修会10/16　直鞍２市２町議会議員研修会

12/19　鞍手町新庁舎等建設及び関連12/19　鞍手町新庁舎等建設及び関連
　　　　　　　　事項に関する特別委員会事項に関する特別委員会

１３Ι 議会だよりくらて № 145
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★☆★☆★☆★☆★☆★　編 集 後 記　★☆★☆★☆★☆★☆★
　令和５年は新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、ようやくコロ
ナ前の日常が徐々に戻りつつある１年でした。令和６年は町民の皆様と
の新しいコミュニティの場として新庁舎も完成いたします。皆様にとっ
て住みやすい、住み続けたいと思える魅力的なまちづくりを目指し、今
後も町民の皆様のご意見・ご要望に耳を傾けながら、議員一丸となって
全力で取り組む所存です。本年が皆様にとりまして幸多い１年となりま
すよう、心から祈念いたします。　　　　　　　　　　【 許斐英幸 】

発行責任者：的野信之
編集スタッフ
委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子
委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

１ ２

３ ４ ５ ６
開会日

７ ８ ９

10 11
一般質問

12
一般質問

13
議案質疑

14
民生産業

15
総務文教

16

17 18
予算特別

19
予備日

20 21
閉会日

22 23

３３ MarchMarch 20242024
13 時開会

次回定例会 (予定 )のお知らせ次回定例会 (予定 )のお知らせ

（進行状況により変更となる場合があります）

Don't miss the next episode!

　 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　 

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
議
会
及
び
町
政

に
対
す
る
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

昨
年
は
、
４
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
１３
名
の
う
ち
２
名
が
新
た
な

議
員
と
な
り
、
本
町
議
会
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う

議
員
一
同
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　 

さ
て
、
現
在
、
令
和
７
年
１
月
の
開
庁
に
む
け
新

庁
舎
建
築
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
民

俗
博
物
館
別
館
に
お
き
ま
し
て
も
令
和
７
年
４
月
の

開
館
に
向
け
、
内
装
や
展
示
物
の
工
事
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
小
学
校
統
合
に
関
し
ま
し
て
は
、

建
設
地
が
剣
南
小
学
校
に
決
定
し
、
令
和
10
年
４

月
の
開
校
に
向
け
、
各
事
業
者
の
選
定
準
備
を
進

め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
進
捗
状
況

を
議
会
と
し
て
も
注
視
し
、
地
域
活
性
化
や
公
共

の
福
祉
向
上
の
た
め
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
事
業

や
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
と
真
摯
に
向
き

合
い
、
一
つ
一
つ
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
執
行

機
関
と
共
に
研
鑽
し
合
い
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　　　　  

　　　　　　　　

　　　　　　　　  

鞍
手
町
議
会

鞍
手
町
議
会  

議
長
議
長  

的
野
信
之

的
野
信
之


